
《会長要件》西尾会長

　みなさん、こんにちは。5 月になり

ました。お手元にあるロータリーの

友 5月号について、紹介します。

まず、ウクライナのロータリーにつ

いて、その歴史と現地のロータリア

ンの報告が掲載されいています。

　以前、会長要件の中で、国際ロー

タリー CEO 兼事務総長のジョン・ヒューコ氏のお話

を紹介させていただきましたが、そのお父さんが首

都キーウ（キエフ）初のロータリークラブ創立に貢

献されたというお話などが載っています。

　また、E クラブの会長エレクトは、「クリミア侵攻

により、多くのローターアクトやロータリアンが半

島の混乱や紛争から逃れ、それまでのような奉仕活

動ができなくなりました。私は、ウクライナ西部の

リビウに移りましたが、心の傷は大きく、新しい生

活に溶け込むのに時間がかかりました。幸いなこと

にウクライナに E クラブができ、クリミアの元住民

や他の占領地域から逃れたロータリアンが、引き続

きロータリーに参加できるようになりました。特に

移住した当初は、クラブでのお互いのサポートが非

常にありがたかった」「どこに住んでいてもロータリ

アンであり続けることができました」と語られてい

ます。心の支えとなる人とのつながりは、心強いも

のだと改めて感じました。

　もうひとつ、36 ページにニュージェネレーション

というコーナーに、茨城県の下館工業高校インター

アクトクラブの元会長のインタビューの中に、初代

会長として、戸惑いながらも、2820 地区の新井ガバ

ナーの「海岸清掃活動を通して、市民一人ひとりが

ごみの処分などに関心を持ち、地球の未来を思おう」

「まずは小さなことからでも自分で持続できることか

ら始めよう」という言葉を聞いて、とても感銘を受け、

考え方が大きく変わり、小さなことでも周りのため

に自分ができることは何かと考えるようになり、ク

ラブの活動で、プランターで花を育て市役所に贈呈

したそうです。

　先日、当クラブでは、蕪島海岸清掃を行いました。

社会奉仕活動と青少年奉仕活動としてこれまで実施

してきており、八戸高校インターアクトクラブと一

緒に活動をしてきました。青少年に伝えたいことは

みなさん同じだと思います。青少年奉仕活動も盛ん

にできる状況になることを祈っています。

　さて、このロータリーの友にまつわるエピソード

を大澤会員にお話ししていただきます。大澤会員、

よろしくお願いいたします。

《本人誕生日》西村会員

　こんにちは、西村です。昨年 70

歳の大台に乗ったと思ったらあっ

という間に 71で、だんだん後期高

齢者の方に近づいてきているのか

なというような気がしています。

信じられませんが気が付くと、遠

く離れている孫に会うのを楽しみにしている、ただの爺

さんになりつつありますけれども、幸い身体は丈夫で元

気ですので、周りの方のお世話になることなく本業でも、

ロータリーの活動でも、皆さんのお世話をする仕事を続

けていきたいと願っております。よろしくお願いします。

《配偶者誕生日》　　　《結婚記念日》

久保田会員　 　　 　野澤会員

《幹事報告》慶徳幹事

◦理事会報告

〇6 月のプログラム、6 月 2 日 ( 木）任意休会、6 月
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八戸南ロータリークラブ会報
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   Facebook ページに「いいね！　 」をお願いします。
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《出席報告》中村委員長
　正会員数 31 名。本日の出席は免除会

員 7 名を含む 21 名。出席率は 72.4％

です。

第 2209 回 例 会 記 録
《コミュニケーション委員会担当例会》

2022 年 5月 12 日（木）
点鐘　12：30
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四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１）真実か どうか
２）みんなに公平か
３）好意と友情を深めるか
４）みんなのためになるか どうか



《国際奉仕委員会》熊谷委員

　本日赤穂会員より米山にご寄付を頂戴しました。

赤穂会員ありがとうございました。

《コミュニケーション委員会》吉田立盛委員長

　皆様こんにちは、コミュニケーショ

ン委員会の吉田です。コミュニケー

ション委員会ではロータリーの友にク

ラブや地区など関係のある記事が載っ

ている時に、皆さんにご紹介してきま

した。普段何気なく読んでいるロータ

リーの友ですが、南ロータリークラブ

の歴史の中で 2 名の方がロータリーの友の編集委員

をされています。今日は黒田先生のガバナー年度に

一人目の編集委員を務めた大澤会員に、当時のエピ

ソードなどを話していただければと卓話をお願いし

ました。会社の歴史を知れば会社への忠誠心とか帰

属意識が高まるということを聞いておりますので、

クラブの歴史を知ることで皆さんの南クラブへの帰

属意識がより高まって、クラブに愛着がわくような

話をしていただけるのではと、勝手に期待しており

ます。今日のために黒田先生からお借りした当時の

ロータリーの友を皆さんにも回覧しますのでご覧に

なってください。それでは大澤会員、よろしくお願

いいたします。

《会員卓話》大澤会員

　皆さんこんにちは、先程ニコニコ

で社会復帰しましたと紹介がありま

したが、どっか塀の高いところから

出てきたのかなと思った人がいるか

もしれません、又、色々と私の話を

期待して下さっている方が多いよう

ですが、果たして面白いかどうか、

自分としてはあまり自信がありません。

　私がロータリーの友の編

集委員、当時は地区代表委

員と言いましたが、これを

務めたのは黒田先生が 1 回

目のガバナーをやられた

1998 年から 1999 年の年度

です。黒田先生から指名さ

れました。皆さんにお配り

した資料の 1 番上は地区の

ガバナーご夫妻と役員紹介

の記事です。この写真はお

そらく 25 年くらい前だと

思います、ずいぶん若い写

真です。資料の 2 枚目にロータリーの友の組織表の

ようなものがあり、委員の氏名が掲載されていて、

私も 2830 地区の地区委員として掲載されています。

今でもこの委員会はありまして、今月号のロータリー

の友、横組みの 48 ページに委員会組織表が掲載され

ています。この二つを比べてみますと、今はロータ

リーの友事務所は社団法人になっていて、25 年前と

違うのはそこそこらあたりかなと、基本的なことは

だいたい同じだと思います。

9 日 ( 木 ) 初夏のスポーツ例会として

6 月 11 日 ( 土 ) に例会変更、パーク

ゴルフを予定していますが詳細は決ま

り次第お知らせします。6月16日(木)

年度末各委員会報告例会、6 月 23 日

( 木 ) 年度末慰労例会、18 時 30 分パー

クホテル、当日は南風会のゴルフも予

定しています。6月30日(木)新旧バッヂ伝達式です。

〇現・次年度の合同理事会を 6 月 9 日 ( 木 )12 時 30

分からパークホテルで行います。

〇4 月から例会後のラウンジコーヒー代にサービス

料が加算されています。

◦地区研修協議会の資料を出席の方に送っていました

が、本日新しい資料が届きましたので、改めて一緒

に送ります。ご確認お願い致します。

◦今月のロータリーレートは 1ドル 130 円です。

◦ザ・ロータリアン英語版が届いています。

◦よろず相談のポスター、チラシが残っていますので、

お持ち帰りの上周知をお願いします。

《ニコニコボックス》米内副委員長

西尾会長:大澤会員、本日よろしくお願

　　　　いいたします。

慶徳幹事 : 大澤会員、卓話楽しみにし

　　　　ています。

黒田会員 : 伊藤さん、会報原稿ではご

　　　　指導ありがとうございました。

野澤会員 : 夫婦共々元気に今日 5 月 12

　　　　日結婚記念日です。

赤穂会員:大澤会員、本日の卓話楽しみにしております。

大澤会員 : 無事、社会復帰しました。お心遣いありがと

　　　　うございました。

久保田会員 : コーヒータイム利用させていただいており

　　　　ます。

熊谷会員 : コーヒータイム、楽しく利用させていただい

　　　　ています。

米内会員:大澤先生お話楽しみです。

松田会員:大澤会員、本日はよろしくお願いします。

中村会員:大澤会員、本日はよろしくお願いいたします。

本人誕生日:西村会員

配偶者誕生日:久保田会員

結婚記念日:野澤会員

《蕪島海岸清掃お礼》野澤会員

　こないだは蕪島の清掃奉仕ありがと

うございました。今日の新聞にも出て

いたと思いますが、ウミネコが一晩に

百十何羽けがをして死んだ鳥も多く鳥

インフルエンザかと検査しましたが、

そうではなくてタヌキやキツネが出て

いるようだということでした。早くど

うにかしてほしいとお願いしていたのですが動きが

遅く、結局こういうことになってしまいました。そ

れはともかくとして、先日の清掃奉仕が新聞に載っ

たことによって、ロータリーはこういうこともして

いるんだということが少しは分かってもらえたかと

思います。これからもよろしくお願いいたします。



　資料 2 を見ますと委員長

とか副委員長とか顧問、常

任委員とかで決められてい

て、月に 1 回集まる委員会

では報告が中心となってい

たと思います。この委員会

というのは月に 1 回集まり

がありまして、東京の浜松

町だったと記憶しています

が、増上寺の近くが会場に

なっていて、そこに集まっ

て協議をするのですが、先

ほど言いましたように基本

的に重要な事は大概決まっておりまして、報告をす

るだけというあまり活発ではない委員会でした。

1 回出席しますと 6 万円から 7 万円位、旅費・日当

が支給されました。私、最初貰ったときにちょっと

驚きました。これは多すぎるのではないか、日帰り

も出来るのですから旅費のほかに宿泊して一杯飲ん

でもそれでもおつりが出るような金額で、奉仕団体

の集まりにしてはバランスが悪いのではないかと正

直思いました。

　皆さんにお配りした資料

の 3 は、ガバナーがどうい

うことを考えているかとい

うことを掲載した記事で

す。黒田先生が、そこに書

いてあるように「あたたか

いふれあい」ということで、

自分はこういうことを考え

ているんだということ述べ

ておられますので、後で読

んでいただきたいと思いま

す。

　ロータリーの友委員とし

ての活動としては、資料 4

にありますが「わがまち　

わが地区」という欄があり

まして、そこに各地区の委

員がまちや地区の紹介を書

くわけですけれども、私は

「八戸の人たちは祭り好き

だ」という話を書いており

ます。

　おそらくこれが活動のメ

インになると思いますが資

料 5「地区のたより」とい

うのがあります。これは地

区の中で特に注目するよう

な活動をしているロータ

リークラブの事を取り上げ

て紹介するというもので

す。予め原稿を出しても

らって、それを私の方で編

集して掲載し、委員として

のコメントを最後に載せて

います。

　むつ中央ロータリークラ

ブでは「いじめ　絶対許さ

ない」ということで、どう

したら「いじめ」をなくす

ることが出来るかという活

動を、その当時で 4 年目に

入っていました。シンポジ

ウムであるとか座談会であ

るとか、様々な集まりを開

いて議論し、それを 1 冊の

小冊子にまとめています。「いじめ」の原因と解決策、

これが何なのかというのが一番関心のあるところだ

と思いますが、ここに並べてありますように「いじめ」

の原因としては 8 項目ほど「順法精神が希薄だ」と

か「大人社会の陰湿ないじめ」これを子供が模倣す

るとか「不十分な家庭教育」とかで、「いじめ」の対

策としては 6 項目ほど書いてあります。これはどこ

でも耳にすることだと思いますけれども、一番最後

の (6) という所に「ファーストフードとかインスタ

ント食品が情緒障害の原因になる」というような面

白いことも書いてあります。面白いのは、むつ中央

ロータリークラブでは FM 放送を使って、年 8 回くら

い行うということでした。私も委員として良い取材

をさせてもらったなと思っています。

　皆さんこの「いじめ」の原因と解決策を呼んで、

これは古い話ではないのではないかという気がしま

せんか、今でも通じるような、新鮮さを感じるもの

だと思います。ということは、裏を返せば進歩して

いない、相変わらず同じことを繰り返しているとい

うことになります。まさに「いじめ」というのは非

常に大きな社会問題になっています。今もむつ中央

ロータリークラブはこれを続けて継承しているかは

わかりませんが。私たちもこういうことを考えてみ

ても良いのではないかと思っています。

　私が「友」の委員になるまえから非常に気になっ

ていたことがあります。今、皆さんに回覧している

のは、先程吉田さんから紹介ありましたように、黒

田先生からお借りした、黒田先生のガバナー年度の

ロータリーの友です。貴重な資料ですので取り扱い

には十分に注意してください。当時の「友」と今の「友」

を比べてみて気が付いた方もおられると思いますが、

目立つところはどういう所でしょうか、今、声が出

ましたけれどもかつての「友」はやたらと広告が多

いです。縦組み横組みのちょうど真ん中に18ページ、

表表紙、裏表紙の裏側に 2 ページ、合計 20 ページの

広告が掲載されていまして、広告の内容というのは

ご覧になればわかると思いますが、先ず、補聴器、

それから仏壇、お墓というのもありました。肖像画

の作成、女流探偵の紹介、これは「ミヤコ蝶々」さ

んの写真が載っていて「ミヤコ蝶々」さんの推薦と

いう女性の探偵の広告です。これを見ると当時のロー

タリアンの年齢層の想像がつきます。それにしても

やたらと広告が多く、この辺の言葉でいうと「めぐ

さい」ロータリーの機関紙である「友」に、御商売



り毎回言ってやろうと、最後の辺りに「広告の件は

どうなりましたでしょうか、検討されましたか」と

言ったら、又、「持論で」というようなことでしたが、

私も「友」の委員をやめてからはそのことを忘れて

いたわけですけれども、いつの間にか、私の意見が

取り入れられたのかどうかわかりませんけれども、

「友」からきれいに世界大会のツアーの広告以外無く

なっていて、それに気づいたときにはびっくりしま

した。まさか私の影響なのかなと、そんなことがあ

りました。

　私が皆さんにもう一つ言いたかったのは「友」と

いうのは投稿するのは自由ですから、自分で何か感

じること、みんなに知ってもらいたいことがあった

らどんどん投稿してみるといいと思います。いろん

なコーナーがありますから。先程吉田立盛さんがク

ラブへの帰属意識とか所属意識とかそういうことを

言いましたけれども、投稿して自分の原稿が載れば、

更に帰属意識が高まっていくのではないか、そのよ

うに思います。

をしている方には申し訳ないですが仏壇とか、墓石

とか、これは無くするべきではないかと考えまして、

委員会に行ったら話してみようと考えていましたけ

れど、黒田先生にご迷惑をかけるわけにはいかない

ので、黒田先生に相談しました。そうしたら、「どん

どんやれやれ」と積極的でした。広告を載せるにし

ても世界大会に行くツアーの広告ぐらいは良いので

はないかということで、そのまんまの意見を述べま

した。「ツアーの広告以外は廃止すべきだ」と、その

理由はいくつかあるわけですけれども、私がお話し

たのを思い出してみると、奉仕団体の機関紙の発行

が、広告の支援を受けるというのはふさわしくない

のではないか、「友」の内容とは異質のものが入り込

んでいてすわりが悪い、広告を並べるのは品性にか

けるのではないか、あるいは、会員1人当たり月30円、

年 360 円を出せば広告に頼る必要はないというよう

なことを、あれこれ言ったわけですけれど、その意

見を言う度に「それは大澤さんの持論でありまして」

と軽くいなされて終わりまして、こちらも意地にな
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